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＼地域おこし協力隊 ・ 集落支援員が／

活動報告会 『きょうりょくたいサロン Vol． ２』 を開催しました

～地域おこし協力隊～
　地域おこし協力隊とは、国が創設した制度で、都市部に住む方に人口減少や高齢化
が進む過疎地域等の条件不利地域に生活の拠点を移し「地域おこし協力隊」として活
動してもらうものです。
　隊員として、一定期間、地域に居住し、地域ブランドや地場産品の開発・販売・Ｐ
Ｒ等の地域おこしの支援、農林産業への従事など「地域協力活動」を行いながら、地
域への定住・定着を図る取り組みです。
　現在、本町では６人の隊員が活動しています。
　町の地域おこし協力隊として、平成27年度からこれまで計30人の隊員が着任し、活
動を終えた24人のうち12人が町内に定住しています。

　
２
月
21
日
に
、
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
・

集
落
支
援
員
の
活
動
報
告
会
「
き
ょ
う
り

ょ
く
た
い
サ
ロ
ン
Ｖ
ｏ
ｌ
．
２
」
が
道
の

駅
あ
し
ょ
ろ
銀
河
ホ
ー
ル
21
で
開
催
さ
れ
、

協
力
隊
の
隊
員
６
人
、
集
落
支
援
員
２
人

を
含
む
、
45
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
１
部
で
は
、
映
画
「
ひ
と
し
ず
く
」
の

上
映
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
映
画
は
、

元
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
山
下
大
裕
監
督

が
、
全
国
の
協
力
隊
や
自
治
体
職
員
に
取

材
を
し
て
制
作
し
た
作
品
で
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
、
小
さ
な
町
に
飛
び
込

ん
だ
一
人
の
若
者
の
挑
戦
と
成
長
の
物
語

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
２
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で
は
、
各
隊
員
・
集
落
支
援
員
が

動
画
や
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
活
動
報
告
を

行
い
ま
し
た
。
各
隊
員
・
集
落
支
援
員
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簡
単
な
自
己
紹
介
の
ほ
か
、
エ
ゾ
シ
カ
の

皮
を
革
製
品
に
ア
ッ
プ
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

活
動
、
チ
ー
ズ
工
房
で
の
チ
ー
ズ
製
造
や

イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
店
、
図
書
館
司
書
の
活

動
、
ペ
レ
ッ
ト
工
場
で
の
木
質
ペ
レ
ッ
ト

製
造
、Ｄ
Ｘ
関
連
の
普
及
に
向
け
た
活
動
、

集
落
巡
回
や
地
域
で
の
イ
ベ
ン
ト
支
援
、

ラ
ジ
オ
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
、
移
住
者
支
援
や

映
像
制
作
・
公
開
な
ど
の
活
動
を
簡
単
に

紹
介
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
日
頃
の
協
力
隊
の
活
動
を

目
に
し
、
興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。

　井上恵子さん（高知県出身）
　
　令和５年４月に着任。図
書館ルイカで図書館司書と
して活動しています。町内
の学校や高齢者等複合施設
むすびれっじでの読み聞か
せなども行っています。

地域おこし協力隊 ・集落支援員の皆さん

　尾西勇哉さん（足寄町出身）
　
　令和５年２月に着任。あしょ
ろチーズ工房で佐々木一憲さんの
指導の下、町のふるさと納税で
も人気のチーズを製造しています。
１月末で協力隊退任となりまし
たが、退任後もあしょろチーズ
工房でチーズ作りに注力されます。

　小澤玖里也さん（東京都出身）
　
　令和６年９月に着任。し
あわせチーズ工房で本間幸
雄さん指導の下、町のふるさ
と納税の返礼品としても人
気のチーズを製造しています。

　佐藤昌実さん（愛知県出身）
　
　令和５年７月に着任。狩猟や有
害鳥獣駆除等で廃棄されているエ
ゾシカの皮を革製品に加工した特
産品開発に取り組んでいます。令
和６年10月には「ニソロニタイ」
を立ち上げ、町のふるさと納税の
返礼品やオンラインショップでの
販売も行っています。

　立花光仁さん（帯広市出身）
　
　令和６年12月に着任。とかち
ペレット協同組合のペレット工
場（芽登）で木質ペレットの製
造技術を学んでいます。
　工場で製造された木質ペレッ
トは役場や子どもセンターでも
利用されています。

　出口正美さん（三重県出身）
　
　令和７年７月に着任。総
務課デジタル推進担当勤務。
ＤＸ関連の普及や職員向け
の研修、60歳以上の町民を
対象としたスマートフォン
教室の開催などを行ってい
ます。

　吉野楽さん（砂川市出身）
　
　令和７年11月に着任。しあわ
せチーズ工房でチーズ職人を目
指し活動中。本間幸雄さん指導の下、
町のふるさと納税の返礼品とし
ても人気のチーズを製造してい
ます。

　神本英邦さん（足寄町出身）
　
　集落支援員。集落巡回とし
て老人クラブへの参加のほか、
地域でのイベント支援や町観
光協会のイベントスタッフと
しての活動、ラジオでのＰＲ
活動などを行っています。

　小林望さん（千葉県出身）
　
　集落支援員。集落巡回のほか、
びびっどコラボレーションで移住
希望者の町内見学ガイドや移住イ
ベントに参加して移住相談を行っ
ています。また映像関係の経験や
技術を生かして、地域のイベント
や移住者の活動などさまざまな動
画を制作・公開しています。

当日の様子当日の様子



写真画像のデータをご希望の方は広報広聴担当まで
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愛冠の夜を彩る
　旧愛冠駅で「愛冠聖燭祭」（アイカップふる
さと再生プロジェクト主催）が開催され、約１
２０人が来場しました。
　会場はアイスキャンドルやイルミネーション
などでライトアップされ、幻想的な空間に包ま
れました。また汁粉や焼き芋、焼きマシュマロ
などが振る舞われ、来場者はたき火のぬくもり
を感じながら飲食や会話を楽みました。

　町認定こども園どんぐり（大風諭美園長）
で節分の豆まきが行われました。「鬼は外、
福は内」の掛け声をみんなで練習していると、
大きな太鼓の音を合図に赤鬼と青鬼が登場。
園児らは悲鳴を上げながらも果敢に鬼に立ち
向かい豆を投げつけました。中には泣き出し
てしまう子もいましたが、最後にはみんなで
勇気を振り絞り鬼を追い払いました。

鬼は外！福は内！

1/311/31

　十勝東北部方面小中学校スピードスケート
大会（十勝東北部体育振興会議主催）が里見
が丘スケートリンクで開催され、本町、本別
町、陸別町の小中学生45人が出場しました。
　２５０ｍ、５００ｍ、１０００ｍ、１５０
０ｍの競技が行われ、自己ベストを目指して
力強い滑りを見せる選手たちに父母や指導者
から声援が送られました。

自己ベストを目指して1/171/17

1/311/31

　第70回町民スケート大会（町主催）が里見
が丘スケートリンクで開催され、幼児から一
般まで53人が参加しました
　１００ｍから１５００ｍ、そして１６００
ｍリレーの競技が行われました。リレーでは、
足寄中学校チーム、足寄消防署チーム、チー
ム Education などが参加し、白熱したレー
スを繰り広げました。

白熱したレースを繰り広げる

2/32/3

町ホームページのあしょろルポでは、取材写真
を多数掲載しています。ぜひご覧ください。

少年団の垣根を越えて

　「ウッドキャンドルナイト２０２６　アシ
ョロ　ルミナ　テラス」（ウッドキャンドル
ナイト実行委員会主催）があしょろ銀河ホー
ル21で行われました。
　来場者は、温かい食べ物や飲み物を味わい
ながらウッドキャンドルやアイスキャンドル
などが醸し出す幻想的な冬のひとときを過ご
しました。

「防災出前授業」

ウッドキャンドルナイト 2/142/14

　足寄中学校（阿部昌己校長）で１年生を対象
に「防災出前授業」が実施されました。帯広開
発建設部足寄道路事務所（小嶋篤志所長）と斉
藤井出建設㈱（齋藤和之代表取締役）が講師を
務め、道開発局の仕事や建設業の役割について
の説明や防災体験として、足寄消防署による救
命蘇生講習、ＶＲゴーグルを使用した震度６強
の地震体験が行われました。

2/52/5

2/142/14
　第32回足寄町スポーツ少年団交流会（町スポ
ーツ少年団本部主催）が総合体育館で開催され、
町内のスポーツ少年団に加入する小中学生61人
が参加しました。交流会では、レクリエーショ
ンを行ったほか、( 株 ) 北海道日本ハムファイ
ターズベースボールアカデミーの谷口雄也さんと
吉田侑樹さんを招き、効果的なウオーミングアッ
プやクールダウンの指導を受けました。

2/212/21読書感想文コンクール
　第49回読書感想文コンクール（町教育委員
会主催）の表彰式が町民センターで開催され
ました。町内の小中学校から３５５点の応募
があり、44点の作品が入賞しました。受賞者
を代表して森山俐望さん（白澤叶流さん代読）が
「読書は生まれた場所や年齢の違う人の考え
を知れるもので、これからも本を通して考え
方を広げていきたい」とあいさつしました。
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　　国の政治を進める上で重要な役割を果たす「第51回衆議院議員総選挙」が
２月８日に行われました。総選挙とは、衆議院議員の全員を選ぶために行わ
れる選挙のことで、衆議院議員の任期満了（４年）によるものと、衆議院の
解散によって行われるものの２つに分けられます。今回は衆議院の解散によ
って行われました。
　本町の投票率（小選挙区選挙の町内各投票率は表の通り）は前回（令和６
年）の同選挙に比べ、小選挙区選挙で２・64ポイント上回る74・13％、比例
代表選挙でも２・66ポイント上回る74・13％でした。
　本町での得票結果などは次の通りです。

投票区別投票率 ( 小選挙区）

選挙当日の有権者数 ５，０４０人
男 ２，４７６人
女 ２，５６４人

小選挙区開票結果（受付順）
うと　たかし　　　　　１５９
石川　かおり　　　２，２３８
中川　こういち　　１，２９６
・有効投票数 　　　　　　３，６９３
・無効投票数 　　　　　　　　　４２
・投票者総数 　　　　　　３，７３５
・不受理 　　　　　　　　　　　　０
・持ち帰り 　　　　　　　　　　　１

第51回衆議院議員総選挙第51回衆議院議員総選挙

詳　細　足寄町役場　選挙管理委員会
　　　　☎２５－２１４１

比例代表開票結果（受付順）
日本共産党 １１９.000
国民民主党 ２４７.000
中道改革連合 １，３０５.000
日本維新の会 ６６.000
社会民主党 ３９.000
参政党 １７６.000
自由民主党 １，３７４.000
れいわ新選組 ９３.000
チームみらい １２４.000
日本保守党 ４４.000
減税日本・ゆうこく連合 ４４.000

・有効投票数 　　　　　　 ３，６３１
・無効投票数 　　　　　　　　 １０５
・投票者総数 　　　　　　 ３，７３６
・不受理 　　　　　　　　　　　　 ０
・持ち帰り 　　　　　　　　　　　 ０

投票区 投票所 投票率

１ 足 寄 町 役 場 77.42％

２ 足 寄 小 学 校 体 育 館 75.03％

３ 旭 町 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 64.24％

４ 下愛冠コミュニティセンター 65.52％

５ 中 足 寄 集 落 セ ン タ ー 83.72％

６ 螺 湾 寿 の 家 72.45％

７ 上 足 寄 集 落 セ ン タ ー 73.02％

８ 鷲 府 集 会 所 84.00％

９ 上 利 別 基 幹 集 落 セ ン タ ー 72.88％

10 大 誉 地 集 落 セ ン タ ー 65.56％

11 芽 登 集 落 セ ン タ ー 68.94％

12 茂 喜 登 牛 集 落 セ ン タ ー 75.27％

合　　　計 74.13％

Ashoro Information
　　　まちのお知らせと情報

あしょろ　インフォメーション

防災ガイドマップと防災無線戸別
受信機はお持ちですか

・防災無線戸別受信機はお持ちですか
　町では、町内の全世帯および事業所に戸別受
信機の貸し付けを行っています。戸別受信機を
設置すると、聞こえづらいなどの問題を解消し
室内で情報を聞くことができるようになります。
　戸別受信機の貸し付けは、
役場２階総務課にて行ってい
ます。また、すでに設置して
いる方で町外に転出される方
は返却をお願いします。

詳 細　役場総務課防災担当
　　　　☎２５－２１４１

物価高対応子育て応援手当
について

戸別受信機

　物価高の影響を強く受けている子育て世帯を
支援し、こどもたちの健やかな成長を応援する
観点から、０歳から高校生年代までのこどもに
対し手当を支給します。
対象児童　０歳から18歳までの児童
　（平成19年４月２日から令和８年３月31日ま
での間に出生した児童）
支給対象者
①令和７年９月分（９月に生まれた児童は10月
　分を含みます）の児童手当を足寄町から支給
　された人
②令和７年10月１日から令和８年３月31日まで
　に出生した児童について、新たに児童手当受
　給者となった人
支 給 額　児童１人当たり２万円（１回限り）
申請手続
　原則申請は不要ですが、下記に該当する人は
申請が必要です。
・令和８年１月１日以降に出生した児童につい
　て、新たに児童手当受給者となる人
・令和７年10月１日以降に離婚（離婚協議中も
　含む）等により新たに児童手当受給者となる
　人
※公務員の方は勤務先にお問い合わせください。

詳　細　役場こども・健康課福祉担当
　　　　☎２５－２２１６

「あしょろ物価高騰対応商品券」
を配布しています

水道の引っ越し手続きはお早めに

　町商工会では物価高騰による家計の負担軽減
と地域経済の消費を喚起するため、町からの委
託を受け住民の皆さんに町内店舗で利用できる
商品券を配布しています。
対 象 者　�令和８年１月31日時点で足寄町の住

民基本台帳に登録されている方
配 布 額　一人　２０，０００円
　　　　　（１，０００円券×20枚）
配布方法　３月上旬～４月上旬の間に各世帯主
　　　　　宛てに世帯人数分の商品券をゆうパ
　　　　　ックで郵送します。
利用期限　令和８年８月31日㈪

詳　　細　足寄町商工会
　　　　　☎２５－２２３６
　　　　　役場まちづくり推進課商工観光担当
　　　　　☎２８－３８６３

　引っ越し等で水道を使用開始・使用中止する
場合は窓口や電話、ホームページでの手続きが
必要です。３、４月は水道の開閉栓が多く、大
変混み合う事が予想されますので、早めの連絡・
手続きをお願いします。
　なお使用中止の手続きを忘れ
ると、水道料金（基本料金）が
発生する場合がありますのでご
注意ください。
　そのほか、上下水道の使用者
名義や支払い方法に変更がある
場合はご連絡ください。
詳 細　役場建設課上下水道業務担当
　　　　☎２８－３８６８

・防災ガイドマップを活用しましょう
　町では発生が想定される風水害や土砂災害、
地震などの災害について、防災ガイドマップを
作成し町内の全世帯に配布しています。災害に
対する備えや避難行動、指定避難所等の情報を
掲載しています。地域や家庭での防災活動や災
害時などにお役立てください。

防災ガイドマップ
水道手続き

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info
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■ヒグマに会わないようにするために■ヒグマに会わないようにするために
　ヒグマの事故を防ぐためには、ヒグマに会わないようにすることが大切です。　ヒグマの事故を防ぐためには、ヒグマに会わないようにすることが大切です。
山菜取りなどで山野に入るときには次の点に気をつけましょう。山菜取りなどで山野に入るときには次の点に気をつけましょう。
・ヒグマの出没情報に注意する・ヒグマの出没情報に注意する
　ヒグマの出没情報が出ている場所には立ち入らない。　ヒグマの出没情報が出ている場所には立ち入らない。
　インターネットで最新情報を確認できます（町ホームページ→ひぐまっぷ）。　インターネットで最新情報を確認できます（町ホームページ→ひぐまっぷ）。
・早朝や夕方など薄暗い時間帯は山野に入らない、単独では行動しない・早朝や夕方など薄暗い時間帯は山野に入らない、単独では行動しない
　早朝や夕方はヒグマの行動が活発になる時間帯です。また単独行動はヒグマ　早朝や夕方はヒグマの行動が活発になる時間帯です。また単独行動はヒグマ
　の接近に気づきにくく、襲われた際に助けを呼べないため非常に危険です。　の接近に気づきにくく、襲われた際に助けを呼べないため非常に危険です。
・音の出るものを持って歩く・音の出るものを持って歩く
　鈴や笛、ラジオなどを携帯し、大声で話すなど人がいることをヒグマに知ら　鈴や笛、ラジオなどを携帯し、大声で話すなど人がいることをヒグマに知ら
　せましょう。　せましょう。
・足跡やフンを見つけたらすぐに引き返す・足跡やフンを見つけたらすぐに引き返す
　ヒグマの足跡やフン、草が食いちぎられた痕を見たり、うなり声を聞いたり　ヒグマの足跡やフン、草が食いちぎられた痕を見たり、うなり声を聞いたり
　したら、すぐに引き返しましょう。　したら、すぐに引き返しましょう。
・食べ物の残りなどは全て持ち帰る・食べ物の残りなどは全て持ち帰る
　人間が置き去りにした食べ物の味をヒグマが覚えると人を襲う危険性が高ま　人間が置き去りにした食べ物の味をヒグマが覚えると人を襲う危険性が高ま
　ります。また甘い匂いのするものは持ち歩かないようにしましょう。　ります。また甘い匂いのするものは持ち歩かないようにしましょう。

■もしもヒグマに出会ってしまったら■もしもヒグマに出会ってしまったら
　慌てずに落ち着いて命を守る行動をしましょう。　慌てずに落ち着いて命を守る行動をしましょう。
・絶対に走って逃げたりせず、ヒグマから目を離さずに静かにその場を去りましょう。・絶対に走って逃げたりせず、ヒグマから目を離さずに静かにその場を去りましょう。
・子グマを見つけても、近くに母グマがいるので絶対に近づいてはいけません。・子グマを見つけても、近くに母グマがいるので絶対に近づいてはいけません。

■緊急銃猟の体制整備を進めています■緊急銃猟の体制整備を進めています
　昨年、鳥獣保護管理法が改正され、万一、ヒグマ等が人の生活圏に侵入し、その場に居座るなど　昨年、鳥獣保護管理法が改正され、万一、ヒグマ等が人の生活圏に侵入し、その場に居座るなど
して人身事故が起きる恐れが高まるような緊急事態が発生した際、次の４つの条件を全て満たしてして人身事故が起きる恐れが高まるような緊急事態が発生した際、次の４つの条件を全て満たして
いる場合には、市町村長の権限で銃の使用によるヒグマの捕獲ができるようになりました。いる場合には、市町村長の権限で銃の使用によるヒグマの捕獲ができるようになりました。

　ヒグマによる事故を防ぐ上で、緊急銃猟によらなければならない状況となった場合には、避難行　ヒグマによる事故を防ぐ上で、緊急銃猟によらなければならない状況となった場合には、避難行
動や道路の通行制限、土地の立ち入りなど町民の皆さんのご協力をお願いすることがあります。動や道路の通行制限、土地の立ち入りなど町民の皆さんのご協力をお願いすることがあります。

詳　細詳　細　役場農林課ゼロカーボン推進室　☎２８－３８６２　役場農林課ゼロカーボン推進室　☎２８－３８６２

による事故を防ぐために

ひぐまっぷ

①場所 ②緊急性 ③方法 ④安全性の確保

　ヒグマが、住居、広
場など人が日常生活を
おくる場所に侵入して
いることまたは侵入す
るおそれが大きいこと

　ヒグマによる人の生
命または身体に対する
危害を防止するための
措置を緊急に講ずる必
要があると認める場合

　銃猟以外の方法では
的確かつ迅速にヒグマ
の捕獲等をすることが
困難な場合

　銃猟によって人に弾
丸が到達するおそれや
人の生命または身体に
危害を及ぼすおそれが
ないと認めるとき

ヒグマ

令
和
８
年
４
月
か
ら
小
学
生
・
中
学
生
に
な
る
お
子
さ
ん
の

　

子
ど
も
医
療
費
受
給
者
証
を
更
新
し
ま
す
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４
月
か
ら
小
学
生
（
平
成
31
年
４
月
２
日

か
ら
令
和
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
）
や

中
学
生
（
平
成
25
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
26

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
）
に
な
る
お
子
さ

ん
の「
子
ど
も
医
療
費
受
給
者
証
」（
以
下「
受

給
者
証
」）
は
、
令
和
８
年
３
月
末
を
も
っ

て
有
効
期
間
が
満
了
と
な
り
ま
す
の
で
、
受

給
者
証
の
更
新
を
行
い
ま
す
。
※
基
準
所
得

超
過
世
帯
の
方
に
つ
い
て
は
令
和
８
年
７
月

末
ま
で
の
受
給
者
証
を
交
付
し
て
い
る
た

め
、
今
回
の
更
新
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
新
し
い
受
給
者
証
を
お
送
り
し
ま
す

　
新
し
い
受
給
者
証
は
３
月
末
ま
で
に
各
家

庭
に
郵
送
し
ま
す
。
現
在
お
持
ち
の
受
給
者

証
は
返
還
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
４

月
以
降
に
各
自
で
廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
給
者
証
の
使
用
方
法

　
道
内
の
医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
は
加
入

中
の
健
康
保
険
が
分
か
る
も
の
と
併
せ
て
受

給
者
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
医
療

機
関
に
受
給
者
証
を
提
示
し
な
か
っ
た
場
合

や
道
外
の
医
療
機
関
を
受
診
し
た
場
合
は
、

い
っ
た
ん
窓
口
で
一
部
負
担
金
（
未
就
学
児

童
２
割
、
小
学
生
以
上
３
割
）
を
お
支
払
い

い
た
だ
き
、
役
場
に
申
請
す
る
と
後
日
自
己

負
担
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。　

　
申
請
に
は
、申
請
者
の
本
人
確
認
書
類（
※
）・

通
帳
・
領
収
証
等
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◎
町
認
定
こ
ど
も
園
ど
ん
ぐ
り
、
各
小
中

学
校
で
け
が
を
し
た
と
き
の
受
給
者
証
の

使
用
方
法
に
つ
い
て

　
町
認
定
こ
ど
も
園
ど
ん
ぐ
り
、
各
小
中

学
校
で
の
事
故
・
疾
病
の
場
合
、
給
付
契

約
を
結
ん
で
い
る
「
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興

セ
ン
タ
ー
」
の
災
害
共
済
給
付
が
優
先
し

て
適
用
さ
れ
る
た
め
、
受
給
者
証
は
使
用

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
医
療
費
を
助
成
し
た
後
に
、
災
害
共
済

給
付
の
対
象
と
な
っ
た
と
き
は
、
町
が
助

成
し
た
分
を
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
住
所
や
加
入
中
の
健
康
保
険
が
変
更
に
な

っ
た
と
き

　
氏
名
、
住
所
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

が
変
更
に
な
っ
た
と
き
は
、
14
日
以
内
に
本

人
確
認
書
類（
※
）、
加
入
す
る
保
険
が
分
か

る
も
の
、
受
給
者
証
を
持
参
の
上
、
役
場
で

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

※
運
転
免
許
証
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な

ど
顔
写
真
付
き
の
場
合
は
１
点
、
そ
れ
以

外
は
２
点
必
要
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
制
度
の
ご
案
内

詳　
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◆
国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
制
度

　
日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
方
は
、
20
歳

に
な
っ
た
と
き
か
ら
国
民
年
金
被
保
険
者
と

な
り
、
保
険
料
の
納
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般
的
に

所
得
が
少
な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
方
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定

す
る
大
学
（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等

学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び

各
種
学
校
（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課

程
）
に
在
学
す
る
学
生
等
で
、
本
人
の
前
年

所
得
が
一
定
以
下
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

　
令
和
８
年
に
初
め
て
申
請
す
る
方
は
、
学

生
証
や
在
学
証
明
書
（
原
本
）
を
用
意
の
上
、

役
場
や
最
寄
り
の
年
金
事
務
所
、
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
）
で

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４

月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
で
、
毎
年
申
請
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
令
和
７
年
中
に
学
生
納
付

特
例
を
利
用
し
た
方
で
、
令
和
８
年
も
引
き

続
き
利
用
を
希
望
す
る
場
合
は
、
４
月
上
旬

に
届
く
再
申
請
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
在
学

す
る
学
校
が
変
更
と
な
る
場
合
は
、
再
申
請

の
用
紙
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
役
場
や

年
金
事
務
所
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
国
民
年
金
保
険
料
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア

プ
リ
に
よ
る
電
子
決
済
で
納
付
で
き
ま
す

▼
電
子
決
済
に
必
要
な
も
の

①
納
付
書　

②
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

③
決
済
サ
ー
ビ
ス
ア
プ
リ

▼
対
象
と
な
る
決
済
サ
ー
ビ
ス

①
Ａ
Ｅ
Ｏ
Ｎ
ｐ
ａ
ｙ　
②
ａ
ｕ
Ｐ
ａ
ｙ　
　

③
ｄ
払
い　
④
Ｐ
ａ
ｙ
Ｂ

⑤
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ　
⑥
楽
天
Ｐ
ａ
ｙ

▼
ス
マ
ホ
決
済
の
流
れ

①
対
象
と
な
る
決
済
サ
ー
ビ
ス
ア
プ
リ
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
お
よ
び
利
用
登
録　

②
決
済
サ
ー
ビ
ス
ア
プ
リ
で
納
付
書
の
バ
ー

コ
ー
ド
を
読
み
取
る　

③
内
容
を
確
認
し
て
決
済
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令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
、
自
転
車
の
交

通
違
反
に
対
し
て
「
交
通
反
則
通
告
制
度
（
い

わ
ゆ
る
青
切
符
）」
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
信
号
無
視
や
一
時
不
停
止

と
い
っ
た
交
通
違
反
に
対
し
、
一
定
期
間
内

に
反
則
金
を
納
め
る
こ
と
で
刑
事
罰
を
免
れ

る
仕
組
み
で
す
。
対
象
は
「
16
歳
以
上
の
す

べ
て
の
運
転
者
」
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
一
人
ひ
と
り
の
交
通
マ
ナ
ー
が
厳
し
く
問

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
通
信

第
29
号

～「大正琴クラブ」を紹介します～
自分らしく、いきいきライフ！

詳　
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ー
デ
ィ
ネ
ー
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毎
週
土
曜
日
、
老
人
憩
い
の
家
で
は
、

中
央
老
人
ク
ラ
ブ
の
部
会
の
ひ
と
つ
で
あ

る
「
大
正
琴
ク
ラ
ブ
」
の
例
会
が
開
か
れ

て
い
ま
す
。
現
在
は
会
員
５
人
が
集
ま
り
、

和
気
あ
い
あ
い
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
大
正
琴
は
、
左
手
で
数
字
の
書
か
れ
た

音
階
ボ
タ
ン
を
押
さ
え
、
右
手
に
持
っ
た

ピ
ッ
ク
で
弦
を
弾
い
て
演
奏
し
ま
す
。「
数

字
譜
」
と
呼
ば
れ
る
専
用
の
楽
譜
を
使
用

す
る
た
め
、
難
し
い
音
符
の
知
識
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。「
楽
器
に
触
る
の
が
初
め
て
」

と
い
う
方
で
も
、
す
ぐ
に
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
左
右
の
手
で
異
な
る
動
き
を

す
る
演
奏
は
、
脳
の
活
性
化
に
非
常
に
効

果
的
で
す
。
ま
た
、
指
先
を
細
か
く
使
う

こ
と
で
、
楽
し
み
な
が
ら
認
知
機
能
の
維

持
や
認
知
症
予
防
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
「
音
が
き
れ

い
で
、
み
ん
な
で
合
わ
せ
て
弾
く
の
が
楽

し
い
」「
休
憩
の
お
や
つ
交
換
や
お
し
ゃ

べ
り
が
毎
週
の
楽
し
み
」
と
い
っ
た
声
が

聞
か
れ
ま
す
。
演
奏
や
お
し
ゃ
べ
り
な
ど
、

参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
楽
し
み
を
見
つ
け
な

が
ら
過
ご
し
て
お
り
、
と
て
も
心
地
良
い

時
間
が
流
れ
て
い
ま
す
。

　
楽
器
を
お
持
ち
で
な
い
方
に
は
貸
し
出

し
も
可
能
で
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は

ぜ
ひ
一
度
見
学
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

楽
し
い
時
間
を
一
緒
に
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

　
自
転
車
は
、
道
路
交
通
法
で
は
軽
車
両
に

位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
道
路
を
通
行
す

る
際
は
「
車
の
な
か
ま
」
と
し
て
、
交
通
ル

ー
ル
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一

時
停
止
の
厳
守
、
原
則
道
路
の
左
側
を
通
行
、

夜
間
の
ラ
イ
ト
点
灯
、
飲
酒
運
転
禁
止
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
守
る
べ
き
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

　
自
転
車
は
誰
で
も
気
軽
に
乗
れ
る
便
利
な

乗
り
物
で
す
が
、
一
方
で
加
齢
に
伴
う
判
断

能
力
や
敏
捷
性
の
変
化
は
、
自
分
で
は
気
づ

き
に
く
い
も
の
で
す
。「
い
つ
も
通
り
だ
か

ら
大
丈
夫
」
と
い
う
慣
れ
が
、
重
大
な
事
故

を
招
く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
法
改
正
を

機
に
、
改
め
て
交
通
ル
ー
ル
を
確
認
し
、
安

全
運
転
を
心
が
け
た
い
で
す
ね
。

第23回

４
月
１
日
か
ら
自
転
車
の
交
通
違
反

の
取
り
扱
い
が
変
わ
り
ま
す

交
通
ル
ー
ル
の
再
確
認
を

公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
て

安
全
な
外
出
を

　
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
お
い
て
「
移
動
」
は

健
康
維
持
に
欠
か
せ
な
い
要
素
で
す
。
こ
れ

ま
で
の
生
活
習
慣
を
維
持
し
、
外
に
出
る
こ

と
は
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
も
非
常

に
効
果
的
で
す
。
し
か
し
、「
自
転
車
の
運

転
に
自
信
が
な
く
な
っ
て
き
た
」「
長
い
距

離
を
歩
く
の
が
お
っ
く
う
だ
」
と
い
っ
た
不

安
か
ら
、
次
第
に
外
出
の
機
会
が
減
り
、
自

宅
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
と

い
う
課
題
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
も
し
移
動
に
不
便
を
感
じ
始
め
て
い
る
な

ら
、
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
市
街
地
を
巡
回
す
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
「
あ
し
バ
ス
」
や
、
事
前
登
録

で
利
用
で
き
る
「
１
０
０
円
タ
ク
シ
ー
」
な

ど
、
便
利
な
移
動
手

段
が
あ
り
ま
す
。「
安

全
に
、
楽
し
く
外
出

を
続
け
た
い
」
と
お

考
え
の
方
は
、
ど
う

ぞ
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

髙安ユミ子髙安ユミ子
消費生活相談員消費生活相談員

電力の小売に関する相談件数の年度別推移

　
平
成
28
年
４
月
よ
り
電
力
の
小
売
全
面
自

由
化
が
行
わ
れ
、
平
成
29
年
４
月
よ
り
ガ
ス

の
小
売
全
面
自
由
化
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
電

気
・
ガ
ス
共
に
契
約
に
関
す
る
相
談
件
数
は

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
依
然
と

し
て
全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
は
「
電

気
・
ガ
ス
の
契
約
の
勧
誘
を
受
け
た
際
に

ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
の
レ
ン
タ
ル
な
ど
、

電
気
・
ガ
ス
以
外
の
別
の
サ
ー
ビ
ス
を
同
時

に
勧
誘
さ
れ
て
契
約
し
て
し
ま
っ
た
」
な
ど

の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
注
意
が

必
要
で
す
。

消
費
生
活
相
談
員
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

・
検
針
票
の
記
載
情
報
（
個
人
情
報
・
供
給

　
地
点
番
号
等
）
を
電
話
で
聞
か
れ
て
も
安

　
易
に
教
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
電
気
・
ガ
ス
の
契
約
と
同
時
に
別
の
サ
ー

　
ビ
ス
を
勧
誘
さ
れ
た
時
は
、
本
当
に
必
要

　
か
よ
く
検
討
し
た
う
え
で
判
断
し
ま
し
ょ

　
う
。
ま
た
契
約
後
で
も
解
約
が
で
き
る
場

　
合
が
あ
り
ま
す
。

※
訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
販
売
で
契
約
し
た

　
場
合
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
の
利
用

　
が
可
能
で
す
。
不
安
に
思
っ
た
場
合
や
ト

　
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
す
ぐ
に
相

　
談
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
：
ど
の
よ
う
な
販
売
方
法
で
の
相
談
が
多

　
い
で
す
か
？

Ａ
：
電
話
勧
誘
販

　
売
や
訪
問
販
売

　
で
発
生
し
た
ト

　
ラ
ブ
ル
の
相
談

　
が
多
く
寄
せ
ら

　
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
：
相
談
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
：
誤
解
を
招
く
よ
う
な
勧
誘
が
あ
っ
た
と

　
か
、
説
明
よ
り
料
金
が
安
く
な
か
っ
た
た

　
め
解
約
し
た
い
と
い
っ
た
内
容
が
多
く
寄

　
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

6,200

8,039
6,815

4,524 4,510
2,978

令和2　令和3　令和4　令和5　令和6　令和7

（件数）

具
体
的
な
相
談
事
例
①

　
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
ア
パ
ー
ト
に

事
業
者
が
訪
ね
て
き
て
「
こ
の
ア
パ
ー
ト

全
体
の
電
力
プ
ラ
ン
が
変
更
に
な
る
。
電

気
料
金
も
安
く
な
る
」
と
言
い
、
申
込
書

を
出
し
て
き
た
の
で
記
入
し
て
し
ま
っ
た
。

後
日
、
ア
パ
ー
ト
の
管
理
会
社
に
問
い
合

わ
せ
た
と
こ
ろ
、
電
力
プ
ラ
ン
が
変
更
に

な
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
知
ら
な
い
と
言

わ
れ
た
。
事
業
者
の
言
っ
て
い
た
こ
と
が

事
実
で
は
な
か
っ
た
の
で
や
め
た
い
。

具
体
的
な
相
談
事
例
②

　
「
電
気
の
点
検
に
来
た
」
と
称
し
て
訪

問
が
あ
っ
た
た
め
、
契
約
し
て
い
る
電
力

会
社
か
と
思
い
ド
ア
を
開
け
た
が
、
ま
っ

た
く
関
係
の
な
い
事
業
者
で
、
電
気
の
切

替
の
勧
誘
だ
っ
た
。
検
針
票
に
あ
る
お
客

様
番
号
な
ど
を
聞
か
れ
た
後
「
電
気
料
金

が
安
く
な
る
」
な
ど
と
契
約
を
勧
め
ら
れ

た
の
で
承
諾
し
、
契
約
書
に
サ
イ
ン
し
た
。

そ
の
後
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
や
家
電

製
品
や
健
康
に
関
す
る
サ
ポ
ー
ト
を
受
け

ら
れ
る
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
も
勧
め
ら
れ
、

断
り
切
れ
ず
に
サ
イ
ン
し
て
し
ま
っ
た
。

内
容
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
ま
ま
契
約
し
て

し
ま
っ
た
た
め
、
す
べ
て
解
約
し
た
い
。

申
込
先
・
詳
細

　
役
場
住
民
・
出
納
課
住
民
生
活
担
当

�

☎
28

－

３
８
５
８

あ
な
た
の
「
知
り
た
い
」
に
答
え
ま
す
！

消
費
生
活
出
前
講
座
～
申
込
受
付
中
～

　
自
治
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
各
種

団
体
や
学
校
な
ど
が
企
画
す
る
研
修
会

な
ど
に
相
談
員
を
派
遣
し
、
消
費
生
活

に
関
す
る
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
紙
芝
居
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
、
ゲ
ー
ム
や

ク
イ
ズ
な
ど
も
取
り
入
れ
て
、
楽
し
み

な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
町
内
在
住
の
方
で
、
５
人
以
上
で
あ

れ
ば
ど
な
た
で
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

講
座
内
容
（
例
）

・
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

・
特
殊
詐
欺
の
傾
向
と
対
策

・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
エ
コ
・
食
品
ロ
ス
等
）

申
込
方
法

　
希
望
日
の
３
週
間
前
ま
で
に
、
住
民
・

出
納
課
住
民
生
活
担
当
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
も
簡

単
に
申
し
込
み
で
き
ま
す
。申し込みは

こちら

ミ
セ
ス 

ユ
ミ
子
の 

消
費
生
活
Ｑ
＆
Ａ

今
よ
り
料
金
が
安
く
な
る
っ
て
本
当
？

～
電
気
・
ガ
ス
の
契
約
ト
ラ
ブ
ル
に

注
意
の
巻
～

第
160
回
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新
入
学
お
め
で
と
う

　
令
和
８
年
度
新
た
に
小
学
校
へ
入
学
す
る

児
童
は
、
平
成
31
年
４
月
２
日
か
ら
令
和
２

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
27
人
で
す
。

新
１
年
生
の
ご
家
庭
に
は
、
入
学
通
知
を
お

届
け
し
て
い
ま
す
。

　
転
入
し
て
こ
ら
れ
た
方
や
住
所
が
変
わ
っ

た
方
は
、
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
入
学
式
は
各
小
学
校
と
も
に
４
月

８
日
で
す
。
時
間
な
ど
の
詳
細
は
、
各
学
校

か
ら
送
ら
れ
る
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※�

新
１
年
生
の
氏
名
や
入
学
先
に
つ
い
て
は
、

個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
掲
載
し
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

　
教
育
的
配
慮
を
必
要
と
す
る
児
童
で
、
教

育
委
員
会
が
認
め
た
場
合
に
限
り
、
就
学
指

定
校
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
右
記
の
ほ
か
、
小
規
模
特
認
校
制

度
も
設
け
て
お
り
、
募
集
期
間
中
に
希
望
し
、

一
定
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
に
は
、

大
誉
地
小
学
校
へ
の
入
学
が
可
能
と
な
り
ま

す
（
令
和
８
年
度
の
募
集
は
す
で
に
終
了
し

て
い
ま
す
）。

　
詳
し
く
は
、
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

詳
　
細　
教
育
総
務
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
「
ボ
ッ
チ
ャ
」「
モ
ル
ッ
ク
」
の
用
具
を

お
貸
し
し
ま
す

　
ボ
ッ
チ
ャ
と
モ
ル
ッ
ク
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

生
ま
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
ル
ー
ル
が
分
か

り
や
す
く
、
用
具
さ
え
あ
れ
ば
年
齢
や
性
別

に
関
係
な
く
楽
し
め
ま
す
。

　
両
競
技
の
用
具
を
無
料
で
貸
し
出
し
て
い

ま
す
の
で
、研
修
や
地
域
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
交
流
な
ど
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
ボ
ッ
チ
ャ
、
モ
ル
ッ
ク
と
も
に
８
セ
ッ
ト

用
意
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ボ
ッ
チ
ャ
や
モ
ル
ッ
ク
を
体
験
し

て
み
た
い
け
れ
ど
ル
ー
ル
が
分
か
ら
な
い
、

審
判
を
し
て
ほ
し
い
場
合
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興

担
当
へ
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
子
育
て
支
援
・
学
習
と
交
流
の
会

「
す
く
す
く
」
参
加
者

　
家
庭
で
子
育
て
に
奮
闘
さ
れ
て
い
る
マ
マ
・

パ
パ
、
こ
れ
か
ら
子
育
て
が
始
ま
る
妊
婦
さ

ん
。
育
児
や
し
つ
け
の
こ
と
、
子
ど
も
の
健

康
の
こ
と
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な
マ

マ
、
パ
パ
を
応
援
す
る
子
育
て
支
援
・
学
習

と
交
流
の
会
「
す
く
す
く
」
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

　
毎
月
１
回
子
育
て
に
関
す
る
講
話
や
身
体

の
ケ
ア
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
軽
運
動
講

座
の
ほ
か
、
参
加
者
同
士
に
よ
る
情
報
交
換

を
行
っ
て
い
ま
す
。
先
輩
マ
マ
た
ち
に
よ
る

託
児
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　
令
和
８
年
度
「
す
く
す
く
」
の
内
容
は
、

子
育
て
支
援
情
報
誌
「
え
ん
ぜ
る
」
や
町
Ｈ

Ｐ
等
で
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お

楽
し
み
に
！ 

詳
　
細　
総
合
体
育
館�
☎
25

－

３
１
９
１

詳
　
細　
生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

お
貸
し
し
ま
す

モルック（写真左）とボッチャ（写真右）

募
集
し
ま
す

●
子
育
て
支
援
情
報
紙
の
編
集
員

　
子
育
て
支
援
情
報
紙
「
え
ん
ぜ
る
」
で
は
、

町
内
の
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
取
材
し
、

子
育
て
に
関
す
る
情
報
や
お
薦
め
ス
ポ
ッ
ト

な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
に
関
す
る
身
近
な
情
報
紙
を
一
緒

に
作
り
ま
せ
ん
か
。

対
　
象　
子
育
て
に
関
心
の
あ
る
方

内
　
容　
取
材
、
原
稿
執
筆
な
ど

会
　
議　
毎
月
第
１
火
曜
日

詳
　
細　
生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」
運
営
ス
タ
ッ
フ

　
子
育
て
支
援
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」
で
は
、

不
要
に
な
っ
た
子
ど
も
服
や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
な
ど
の
乳
幼
児
用
品
を
毎
月
１
回
無
償

で
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」
の
準
備
や
運
営
を

支
え
て
く
れ
る
女
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
　
細　
生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
「
ロ
ビ
ー
展
」
出
展
者

　
町
民
セ
ン
タ
ー
の
ロ
ビ
ー
を
利
用
し
て
、

趣
味
や
特
技
を
生
か
し
て
作
っ
た
作
品
や
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
を
展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
個
人
、
団
体
を
問
わ
ず
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
　
細　
生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
「
生
き
が
い
ス
ク
ー
ル
」
入
塾
生

　
ふ
る
さ
と
足
寄
１
０
０
年
塾
「
生
き
が
い

ス
ク
ー
ル
」
で
は
、
60
歳
以
上
の
方
を
対
象

に
、
楽
し
く
学
び
、
充
実
し
た
人
生
を
送
る

た
め
の
学
び
の
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
共
に
学
び
合
い
、
新

た
な
出
会
い
や
交
流
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対
　
　
象　
町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

学

習

日　
毎
月
１
回

内
　
　
容　

�

健
康
や
教
養
に
関
す
る
講
座
や

施
設
見
学
な
ど

修
学
期
間　
２
年
間

定
　
　
員　
20
人

詳
　
細　
生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

生
涯
学
習
カ
レ
ン
ダ
ー

学
校
教
育
関
係

　
３
月
13
日
㈮

　
　
足
寄
中
学
校
卒
業
式

　
３
月
24
日
㈫

　
　
町
内
小
学
校
卒
業
式
・
修
了
式

　
　
足
寄
中
学
校
修
了
式

　
　
足
寄
高
等
学
校
修
了
式

　
４
月
８
日
㈬

　
　
町
内
小
・
中
・
高
等
学
校
入
学
式

児
童
福
祉
施
設
関
係

　
３
月
23
日
㈪

　
　
町
認
定
こ
ど
も
園
ど
ん
ぐ
り
卒
園
式

　
　
へ
き
地
保
育
所
卒
園
式

　
４
月
１
日
㈬

　
　
町
認
定
こ
ど
も
園
ど
ん
ぐ
り
入
園
式

　
４
月
２
日
㈭

　
　
へ
き
地
保
育
所
入
園
式

生
涯
学
習
関
連
事
業

町
民
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
展

　
２
月
25
日
㈬
～
３
月
22
日
㈰

　
　

�

第
49
回
足
寄
町
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー

ル
作
品
展
（
２
階
図
書
館
前
ス
ペ
ー
ス
）

　
３
月
10
日
㈫
～
30
日
㈪

　
　
旭
町
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
展

　
暖
か
い
日
が
増
え
、
外
に
出
る
の
が
楽

し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
ネ
イ
パ
ル
足

寄
で
は
ど
ん
な
体
験
が
で
き
る
の
か
、
春

を
迎
え
、
改
め
て
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
魅

力
や
楽
し
み
方
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
ネ
イ
パ
ル
足
寄
は
無
料
で
日
帰
り
利
用

が
可
能
で
す
。
部
活
動
の
自
主
練
習
、
勉

強
会
、
趣
味
の
時
間
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
目

的
で
気
軽
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

会
社
の
研
修
会
や
会
議
で
の
ご
利
用
も
大

歓
迎
で
す
。
放
課
後
や
保
育
所
終
わ
り
に

ふ
ら
っ
と
遊
び
に
来
ら
れ
て
、
天
候
に
左

右
さ
れ
ず
に
思
い
切
り
遊
べ
る
施
設
で
す
！ 

　
遊
び
も
運
動
も
で
き
る
多
目
的
空
間
（
プ

レ
イ
ホ
ー
ル
）
で
は
、
フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン

グ
・
ボ
ッ
チ
ャ
・
モ
ル
ッ
ク
な
ど
の
ニ
ュ

ー
ス
ポ
ー
ツ
も
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
初
め
て
の
方
で
も
楽
し
め
る
ス
ポ
ー

ツ
で
、
道
具
の
無
料
レ
ン
タ
ル
も
行
っ
て

い
ま
す
。
気
軽
に
も
の
づ
く
り
を
体
験
し

て
み
た
い
方
に
は
、
別
途
料
金
で
陶
芸
や

マ
イ
箸
づ
く
り
な
ど
の
創
作
活
動
も
お
す

す
め
で
す
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
を
作
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
！ 

　
ネ
イ
パ
ル
足
寄
Ｈ
Ｐ
で
は
そ
の
ほ
か
に

も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
！

ネ
イ
パ
ル
足
寄
よ
り

あ
そ
び
と
学
び
の
ネ
イ
パ
ル
足
寄
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図
書
館
ル
イ
カ
情
報

図
書
館
ル
イ
カ
情
報

各
事
業
の
申
し
込
み
・
詳
細

図
書
館
　
☎
25

－

３
１
８
９

●
こ
と
ば
と
心
を
育
む
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
と
は
「
絵
本
」
を
通
し

て
、
親
子
が
言
葉
と
心
を
通
わ
せ
る
か
け
が

え
の
な
い
ひ
と
時
を
持
つ
こ
と
を
応
援
す
る

事
業
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
こ
と
ば
と
心
を
育

む
た
め
に
は
、
抱
っ
こ
し
て
優
し
く
話
し
か

け
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
乳
幼
児
健
診
会
場
で
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
を
行
い
、
赤
ち
ゃ
ん
と
絵
本
と
の
出
会
い

を
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

開
催
日
　
４
月
22
日
㈬

時
　
間　
午
前
10
時
～
正
午

場
　
所　
町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

対
　
象　
乳
幼
児
健
診
該
当
者

●
こ
ど
も
の
読
書
週
間

　
４
月
23
日
か
ら
５
月
12
日
は
、
第
68
回
「
こ

ど
も
の
読
書
週
間
」
で
す
。
今
年
の
標
語
は

『
こ
と
ば
が
き
み
の
は
ね
に
な
る
』
で
す
。

図
書
館
で
は
、
い
つ
も
と
違
っ
た
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
を
計
画
中
で
す
。
詳
し
い
内
容
は
、

広
報
あ
し
ょ
ろ
４
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
松
山
千
春
さ
ん
関
連
資
料
コ
ー
ナ
ー

　
郷
土
資
料
ス
ペ
ー
ス
に
、
足
寄
町
出
身
の

松
山
千
春
さ
ん
の
図
書
や
Ｃ
Ｄ
を
集
め
た
コ

ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　
図
書
資
料
の
う
ち
絶
版
等
の
理
由
で
入
手

が
困
難
な
も
の
は
、
館
内
の
み
で
の
利
用
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
音
楽
Ｃ
Ｄ
は
、
館
外
貸
出
を
し
て
い
ま
す
。

　
（
一
人
３
枚
ま
で
・
貸
出
期
間
は
２
週
間
）

●
過
去
の
新
聞
を
見
る

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
閲
覧
用
の
端
末
で
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。
日
付
や
キ
ー
ワ
ー
ド
で

の
記
事
検
索
が
便
利
で
す
。

・�

Ｄ
Ｖ
Ｄ
『
パ
ソ
コ
ン
で
読
む
北
海
道
新
聞
』

・�

Ｃ
Ｄ

－

Ｒ
Ｏ
Ｍ
『
十
勝
毎
日
新
聞
縮
刷
版
』

図
書
館
中
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
奮
闘
記

図
書
館
中
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
奮
闘
記

　
図
書
館
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
財
産
で

あ
る
大
切
な
本
を
長
く
ご
利
用
い
た
だ
け
る

よ
う
、
傷
ん
で
し
ま
っ
た
本
を
専
門
の
道
具

や
技
術
で
修
理
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
破
れ
て
し
ま
っ
た
本
の
修
理
を

行
い
ま
し
た
。
テ
ー
プ
で
は
な
く
、
専
用
の

「
の
り
」
を
使
っ
た
修
理
方
法
の
説
明
を
受

け
た
あ
と
、
丁
寧
に
作
業
を
行
い
、
図
書
館

の
本
の
扱
い
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
に
図
書
館
を
も
っ
と
利
用
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
、
楽
し
み
な
が
ら
活
動
し
て

く
れ
る
「
図
書
館
中
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を

４
月
か
ら
新
し
く
募
集
し
ま
す
。
興
味
が
あ

る
方
は
、
町
図
書
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

読
み
聞
か
せ

読
み
聞
か
せ

●
絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」

開
催
日
　
３
月
28
日
㈯
　
４
月
25
日
㈯

　
　
　
　
５
月
23
日
㈯

時
　
間　
午
前
11
時
～
11
時
30
分

場
　
所　
図
書
館
「
ル
イ
カ
」

対
　
象　
絵
本
好
き
な
方
な
ら
ど
な
た
で
も

主
　
催　
絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」
事
務
局

●
お
は
な
し
「
た
ん
ぽ
ぽ
」

開
催
日
　
４
月
１
日
㈬

　
　
　
　
※
５
月
は
お
休
み
で
す
。

時
　
間　
午
前
11
時
～
11
時
30
分

場
　
所　
図
書
館
「
ル
イ
カ
」

対
　
象　
乳
幼
児
か
ら

主
　
催　
お
は
な
し
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
事
務
局

※�

絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」、
お
は
な
し
「
た

ん
ぽ
ぽ
」
で
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
当
日
会
場
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

●
利
用
者
登
録
情
報
に
変
更
あ
り
ま
せ
ん
か

　
住
所
や
お
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
と
き
、

転
居
の
予
定
が
あ
る
と
き
は
、
図
書
館
に
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
３
月
か
ら
５
月
ま
で
の
休
館
日
で
す
。

　
月
曜
日
が
休
館
で
す
。

３
月　
16
日
、
23
日
、
30
日

４
月　
６
日
、
13
日
、
20
日
、
27
日

５
月　
４
日
、
11
日
、
18
日
、
25
日

令
和
８
年
度
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
絵
本

お
知
ら
せ

図
書
館
休
館
日

『
足
寄
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
』

　
毎
年
こ
の
時
期
に
開
催
し
て
い
る
足
寄
町

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
会
が
今
年
も
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
町
内
の
各
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

一
堂
に
会
し
、
対
抗
リ
レ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
競
技
で
競
い
合
う
こ
の
交
流
会
は
、
種
目

の
垣
根
を
超
え
皆
が
盛
り
上
が
る
催
し
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
か
ら
も

ア
カ
デ
ミ
ー
コ
ー
チ
を
派
遣
い
た
だ
き
、
イ

ベ
ン
ト
に
花
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
コ
ー
チ
か
ら
は
『
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ん
で
ほ
し

い
』
や
『
い
ろ
い
ろ
な
運
動
体
験
を
積
ん
で

お
く
こ
と
が
い
ず
れ
一
つ
の
競
技
に
特
化
し

た
と
き
に
役
に
立
つ
』
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
に
関

わ
る
全
て
の
人
に
大
切
な
お
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
足
寄
町
に
来
て
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
６
回
目

の
参
加
と
な
り
ま
し
た
が
、
年
々
参
加
人
数

が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
を
目
の
当
た

り
に
し
て
い
ま
す
。
少
年
団
に
よ
っ
て
は
自

チ
ー
ム
の
み
で
の
活
動
で
は
人
数
が
少
な
く
、

隣
町
の
チ
ー
ム
と
合
同
で
活
動
し
て
い
る
な

ど
、
減
少
に
よ
る
影
響
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

浮
き
彫
り
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
我
々
大
人
は
子
供
た
ち
が
安
心
し
て
ス
ポ

ー
ツ
に
取
り
組
め
る
環
境
整
備
を
し
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
今
一
度
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値

に
つ
い
て
見
直
し
、
こ
の
よ
う
な
交
流
会
を

き
っ
か
け
に
少
年
団
同
士
が
連
携
を
図
り
、

や
り
た
い
の
に
で
き
な
い
子
を
作
ら
な
い
環

境
を
整
え
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
先
は
複
数
の
少
年
団
に
所
属
し
て
い
ろ

い
ろ
な
競
技
に
出
場
す
る
な
ん
て
こ
と
も
あ

っ
て
も
良
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
町
に
と
っ
て
も
、
ス
ポ
ー
ツ
に
活
気
が
あ

る
こ
と
が
希
望
や
活
力
を
生
み
、
活
性
化
に

寄
与
す
る
、
そ

ん
な
相
乗
効
果

を
も
生
み
出
す

こ
と
が
で
き
た

ら
ス
ポ
ー
ツ
に

関
わ
る
子
供
を

増
や
し
て
い
け

る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　
今
日
参
加
し

た
子
供
た
ち
の

『
楽
し
か
っ
た

ぁ
！
』の
声
を
、

も
っ
と
も
っ
と

増
や
し
て
い
け

る
よ
う
に
活
動

を
し
て
い
き
た

い
、
そ
う
思
う

一
日
と
な
り
ま

し
た
。

池
田
で
す
�

頑
張
っ
て
い
ま
す
�

５
億
年
前
の
化
石
と
オ
ン
ネ
ト
ー
湯
の
滝

　
写
真
の
化
石
、
何
か
わ
か
る
で
し
ょ
う
か
？

こ
れ
は
ア
ノ
マ
ロ
カ
リ
ス
と
い
う
お
よ
そ
５

億
年
前
の
生
き
物
で
す
。
古
生
代
の
カ
ン
ブ

リ
ア
紀
と
い
う
時
代
に
、
海
で
暮
ら
し
て
い

た
節
足
動
物
で
す
。
節
足
動
物
と
は
硬
い
殻

を
も
ち
、
足
が
い
く
つ
も
の
関
節
（
節
）
に

分
か
れ
て
い
る
動
物
で
、
エ
ビ
や
カ
ニ
、
昆

虫
、
化
石
だ
と
三
葉
虫
な
ど
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。
こ
の
ア
ノ
マ
ロ
カ
リ
ス
、
５
億
年
前

の
海
で
は
最
強
最
大
の
捕
食
動
物
で
し
た
。

現
在
の
海
で
言
う
な
ら
シ
ャ
チ
、
恐
竜
時
代

の
地
上
な
ら
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
に
あ
た
り

ま
す
。
写
真
の
ア
ノ
マ
ロ
カ
リ
ス
は
、
と
あ

る
博
物
館
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
制
作
し
て

い
る
も
の
で
す
。
博
物
館
に
は
化
石
作
業
所

時
代
か
ら
の
レ
プ
リ
カ
制
作
の
伝
統
が
あ
り
、

自
前
で
本
格
的
な
レ
プ
リ
カ
を
つ
く
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
の
も
足
寄
動
物
化
石
博
物

館
の
大
き
な
特
徴
な
の
で
す
が
、
せ
っ
か
く

の
そ
の
技
術
、
他
の
博
物
館
な
ど
へ
の
協
力

と
い
う
形
で
活
用
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
ア
ノ
マ
ロ
カ
リ
ス
、
他
の
博
物
館
の
た

め
だ
け
に
作
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
博

物
館
で
も
展
示
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
な
ぜ
足
寄
の
博
物
館
で
、
５
億
年
前
の
生

き
物
の
化
石
な
の
で
し
ょ
う
？
博
物
館
に
は

地
球
の
歴
史
を
足
寄
や
十
勝
、
道
東
の
化
石

や
岩
石
を
つ
か
っ
て
展
示
し
て
い
る
コ
ー
ナ

ー
が
あ
り
ま
す
（
常
設
展
示
室
に
入
っ
て
右

側
）。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
最
初
に
あ
る
の
は
、

オ
ン
ネ
ト
ー
湯
の
滝
の
展
示
で
す
。
な
ぜ
、

オ
ン
ネ
ト
ー
湯
の
滝
が
地
球
の
歴
史
の
展
示

の
、
し
か
も
一
番
初
め
な
の
か
。
オ
ン
ネ
ト

ー
湯
の
滝
で
は
、
バ
ク
テ
リ
ア
が
温
泉
中
に

溶
け
て
い
る
マ
ン
ガ
ン
の
成
分
を
鉱
物
と
し

て
取
り
出
し
て
お
り
、
こ
れ
は
国
の
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
る
ほ
ど
め
ず
ら
し
い
現
象

で
す
。
こ
れ
と
似
た
現
象
が
、
地
球
の
進
化

の
初
期
に
あ
っ
た
の
で
す
。
鉱
物
の
種
類
は

違
い
ま
す
が
、
数
十
億
年
前
の
海
で
は
、
海

水
中
の
鉄
分
が
バ
ク
テ
リ
ア
の
働
き
に
よ
っ

て
沈
殿
す
る
と
い
う
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
ま

し
た
。
現
在
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
南
北
ア

メ
リ
カ
大
陸
な
ど
に
あ
る
大
規
模
な
鉄
の
鉱

床
は
、
こ
の
バ
ク
テ
リ
ア
の
働
き
に
よ
っ
て

つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す
。
オ
ン
ネ
ト
ー
湯
の

滝
で
現
在
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
と
、
数
十
億

年
前
の
海
で
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
の
共
通
点
。

こ
れ
が
オ
ン
ネ
ト
ー
湯
の
滝
の
展
示
が
地
球

の
歴
史
コ
ー
ナ
ー
の
最
初
に
あ
る
理
由
で
す
。

こ
の
鉄
の
鉱
床
は
５
億
年
前
の
カ
ン
ブ
リ
ア

紀
に
も
ご
く
ま
れ
に
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

詳　
細　
博
物
館�

☎
25

－

９
１
０
０

ち
ょ
う
ど
ア
ノ
マ
ロ

カ
リ
ス
が
生
き
て
い

た
こ
ろ
で
す
。
ま
だ

時
期
は
決
ま
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
５
億
年

前
の
展
示
へ
の
ア
ノ

マ
ロ
カ
リ
ス
の
登
場

を
お
楽
し
み
に
！

動
物
化
石
博
物
館
情
報

動
物
化
石
博
物
館
情
報

博物館で制作中のアノマロカリス
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Hello! Friends! 日
本
で
過
ご
す
初
め
て
の
冬
、

発
見
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

ブ
リ
ア
ー
ナ
・
ラ
ヴ
ィ
ー
ナ

　
日
本
で
初
め
て
の
冬
を
過
ご
し
て
い

ま
す
が
、
私
は
今
、
鍋
や
味
噌
ラ
ー
メ

ン
、
ス
ー
プ
カ
レ
ー
と
い
っ
た
冬
の
定

番
料
理
に
夢
中
で
す
。
お
店
で
食
べ
歩

く
の
は
も
ち
ろ
ん
、
自
分
で
も
家
で
料

理
を
作
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
先
月
、
北
海
道
最
大
の
都
市
で
あ
る

札
幌
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
お
目
当
て

の
ス
ー
プ
カ
レ
ー
や
ラ
ー
メ
ン
店
を
巡

る
中
で
驚
い
た
の
が
、
街
の
「
地
下
街
」

い
ま
し
た
。

　
ま
た
こ
の
滞
在
中
に
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
に

も
初
挑
戦
し
ま
し
た
。「
北
海
道
の
パ
ウ

ダ
ー
ス
ノ
ー
は
最
高
だ
」
と
以
前
か
ら
聞

い
て
い
た
の
で
、
ず
っ
と
楽
し
み
に
し
て

い
ま
し
た
。
故
郷
カ
ナ
ダ
の
ア
ル
バ
ー
タ

州
に
あ
る
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
は
、
山
が
あ
ま

り
に
も
巨
大
で
斜
面
も
急
な
た
め
、
初
心

者
の
私
は
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
点
、
日
本
の
山
は
サ
イ

ズ
感
が
ほ
ど
よ
く
、
私
の
よ
う
な
初
心
者

で
も
安
心
し
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
素
晴
ら
し
い
雪
と
最
高
の
天
気
に
恵
ま

れ
た
今
年
の
冬
。
残
り
の
シ
ー
ズ
ン
も
、

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
や
大
好
き
な
冬
の
味
覚
を

心
ゆ
く
ま
で
満
喫
し
た
い
と
思
い
ま
す
！

の
広
さ
で
す
。
カ
ナ
ダ
に
は

こ
れ
ほ
ど
多
く
の
お
店
や
駅

が
地
下
で
繋
が
っ
て
い
る
場

所
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
る
で

地
下
迷
宮
を
探
検
し
て
い
る

よ
う
で
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た

し
、
交
通
機
関
に
直
接
ア
ク

セ
ス
で
き
る
仕
組
み
は
、
本

当
に
便
利
で
合
理
的
だ
と
思

札幌市内でスノーボードを札幌市内でスノーボードを
楽しむブリアーナ楽しむブリアーナささんん

　

ご
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
中
で
、「
紙
製
容

器
包
装
・
そ
の
他
紙
類
」
は
、
特
に
分
別
に
迷

い
や
す
く
、
間
違
っ
て
分
別
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
正
し
く
分
別
す
る
こ

と
は
、
資
源
を
無
駄
な
く
再
利
用
し
、
環
境
負

荷
を
減
ら
す
た
め
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
正
し
い

分
別
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
基
本
的
に
、
こ
の
紙
マ

ー
ク
が
つ
い
て
い
る
も
の

が
、「
紙
製
容
器
包
装
・

そ
の
他
紙
類
」
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
待
っ
た
‼

　
次
の
も
の
は
、
紙
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
て
も

「
紙
製
容
器
包
装
・
そ
の
他
紙
類
」
と
し
て
出

せ
ま
せ
ん
。

「
燃
や
す
ご
み
」
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

★ 

防
水
加
工
さ
れ
た
も
の

例
：�

カ
ッ
プ
麺
の
容
器
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や

ヨ
ー
グ
ル
ト
の
容
器
、
紙
コ
ッ
プ
、
紙
皿

等

★ 

内
側
が
ア
ル
ミ
加
工
さ
れ
た
も
の

例
：�

豆
乳
や
お
酒
の
紙
パ
ッ
ク
、
カ
ッ
プ
麺
の

ふ
た
等

★ 

に
お
い
が
強
く
つ
い
て
い
る
も
の

例
：
洗
剤
や
石
け
ん
、
芳
香
剤
、
線
香
の
箱
等

★ 

汚
れ
が
ひ
ど
い
も
の

例
：
油
の
付
着
し
た
ピ
ザ
箱
や
フ
ァ
ス
ト
フ
ー

　
　
ド
の
包
装
紙
等

★ 

特
殊
な
加
工
が
さ
れ
た
も
の

例
：
レ
シ
ー
ト
な
ど
の
感
熱
紙

　
　

�

ア
イ
ロ
ン
プ
リ
ン
ト
紙
等
の
昇
華
転
写
紙
、

圧
着
ハ
ガ
キ
等

★ 

細
か
く
裁
断
し
た
も
の

例
：
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
し
た
紙

※�

従
来
、
細
か
く
裁
断
し
た
紙
は
、「
紙
製
容

器
包
装
・
そ
の
他
紙
類
」
に
分
別
し
て
い
ま

し
た
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
、「
燃
や
す
ご
み
」

に
変
更
し
て
い
ま
す
の
で

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。

★ 

事
業
系
ご
み
の
混
入

※�

職
場
で
出
る
印
刷
物
や
資
料
（
不
要
紙
・
紙

ご
み
）
は
、「
事
業
系
一
般
廃
棄
物
」
で
す
。

家
庭
ご
み
で
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他

　

次
の
も
の
は
、「
燃
や
さ
な
い
ご
み
」
で
出

し
て
く
だ
さ
い
。

・�

切
っ
た
、
割
っ
た
、
細
か
く
し
た
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル

・
紙
以
外
と
の
複
合
材
（
緩
衝
材
付
き
封
筒
等
）

詳
細

　
役
場
住
民
・
出
納
課
環
境
衛
生
担
当

�

☎
28

－

３
８
５
８

ご
み
の
分
別
間
違
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

詳　
細　
足
寄
高
等
学
校
☎
25

－

２
２
６
９

　
足
寄
の
森
で
多
く
見
ら
れ
る
落
葉
広
葉
樹

は
秋
に
葉
を
落
と
し
、
冬
に
は
一
見
枯
れ
木

の
よ
う
に
見
え
ま
す
。
し
か
し
枝
の
先
に
は

冬
芽
（
休
眠
芽
）
を
つ
け
、
春
の
準
備
を
し

て
い
ま
す
。
冬
芽
は
樹
種
ご
と
に
姿
が
違
う

た
め
冬
季
に
樹
種
を
見
分
け
る
ポ
イ
ン
ト
に

な
り
ま
す
。
芽
自
体
の
大
き
さ
や
色
、
形
、

な
冬
の
森
も
、
冬
芽
に
注
目
す
る
と
春
へ

の
動
き
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

詳　
細　
九
州
大
学
北
海
道
演
習
林

�

（
山
内
康
平
・
市
橋
隆
自
）

�

☎
25

－

２
６
０
８

毛
の
生
え
方
と
い
っ
た
と

こ
ろ
か
ら
、
枝
へ
の
つ
き

方
や
芽
の
脇
に
あ
る
葉
が

落
ち
た
跡
（
葉
痕
）
の
形
、

さ
ら
に
は
芽
鱗
と
呼
ば
れ

る
冬
芽
の
本
体
を
包
む
鱗

の
よ
う
な
組
織
を
観
察
し

ま
す
。
例
え
ば
ヤ
チ
ダ
モ

に
つ
い
て
冬
芽
の
図
鑑
か

ら
一
部
抜
粋
す
る
と
「
頂

芽
は
三
角
形
か
円
錐
形
、

側
芽
は
対
生
す
る
。
暗
褐

色
で
ほ
ぼ
無
毛
。
葉
痕
は

半
円
形
で
大
き
い
。
１
～

２
対
の
芽
鱗
に
包
ま
れ
る
」

と
あ
り
ま
す
。
写
真
と
一

致
す
る
で
し
ょ
う
か
？
冬

芽
が
目
覚
め
、
開
葉
す
る

た
め
に
は
必
要
な
暖
か
さ

を
積
み
重
ね
る
必
要
が
あ

り
、
樹
木
も
日
々
の
気
温

の
上
昇
を
感
じ
取
っ
て
い

ま
す
。
一
見
す
る
と
静
か

�

―
足
寄
高
等
学
校
―

未
来
に
輝
け
！

・「
奨
励
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
！

　
本
校
は
、
令
和
７
年
10
月
10
日
付
で
公
益
財

団
法
人
日
本
英
語
検
定
協
会
よ
り
「
奨
励
賞
（
Ａ

ｗ
ａ
ｒ
ｄ　

ｆ
ｏ
ｒ　

Ｅ
ｆ
ｆ
ｏ
ｒ
ｔ
）」
を

受
賞
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、
年
３
回
の

実
用
英
語
技
能
検
定
（
英
検
）
に
お
い
て
、
多

年
に
わ
た
り
積
極
的
に
受
験
に
取
り
組
み
、
英

語
教
育
の
普
及
と
向
上
に
大
き
く
寄
与
し
た
団

体
に
贈
ら
れ
る
名
誉
あ
る
賞
で
す
。

　
今
回
の
受
賞
の
背
景
に
は
、
足
寄
高
等
学
校

振
興
会
か
ら
の
多
大
な
ご
支
援
に
よ
り
、
英
検

や
各
種
模
試
や
検
定
の
受
験
料
が
補
助
さ
れ
る

と
い
う
、
手
厚
い
支
援
体
制
が
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
皆
様
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
最
大
限
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
生
徒
た
ち
が
自
身
の
目

標
に
向
か
っ
て
意
欲
的
に
英
語
学
習
に
励
み
、

継
続
し
て
検
定
に
挑
戦
し
続
け
て
き
た
姿
勢
が
、

今
回
の
高
い
評
価
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　
本
校
は
、
今
回
の
受
賞
を
大
き
な
励
み
と
し
、

今
後
も
国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成

に
向
け
、
英
語
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
生
徒
が
主
体
と
な
っ
て
夢
が

実
現
で
き
る
よ
う
、
地
域
と
連
携
し
、
サ
ポ
ー

ト
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
地
域
と
共
に
歩
み
、

掴
み
取
っ
た
こ
の
栄
誉
を
糧
に
、
足
寄
高
校
の

挑
戦
は
こ
れ
か
ら
も
続
き
ま
す
。

62
Vol.

ヤチダモヤチダモ

シラカンバシラカンバ ミズナラミズナラ

ヤナギ属ヤナギ属
ネムロネムロ

ブシダマブシダマ
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「
春
の
息
吹
を
感
じ
て
」�

３
月
31
日
ま
で

「
新
生
活
」�

３
月
31
日
ま
で

「
春
・
整
え
る
」�

３
月
31
日
ま
で

・
こ
ど
も
・
健
康
課
連
携

「
自
殺
予
防
月
間
」�

３
月
31
日
ま
で

・
絵
本
展
示

「
春
が
く
る
ね
」�

３
月
31
日
ま
で

　　
図
書
館
に
新
刊
（
新
し
い
本
）
が
入
っ
て
き

た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
情
報
を
知
り
た
い
と
き
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
蔵
書
検
索
（
足
寄
町
図
書
館

ル
イ
カ
Ｗ
ｅ
ｂ　
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
）
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
資
料
検
索
か
ら
、
新
着
検
索
を
選
択
す
る
と

指
定
し
た
期
間
に
入
っ
て
き
た
資
料
を
ジ
ャ
ン

ル
別
に
検
索
で
き
ま
す
。

●
一
般
書

「
愛
犬
の
た
め
の
急
変
・
救
急
対
応
事
典
」

「
北
海
道
の
生
活
史
」

「
美
し
き
日
本
の
土
壌
図
鑑
」�

加
藤　
拓

「
六
つ
首
村
」�

折
原　
一

「
言
問
ラ
プ
ソ
デ
ィ
」�

小
野
寺　
史
宜

「
微
笑
み
迷
子
」�

新
堂　
冬
樹

「
劇
場
と
い
う
名
の
星
座
」�

小
川　
洋
子

●
児
童
書
・
絵
本

「
つ
く
っ
て
み
た
い
！
か
ぎ
針
あ
み
の
と
き
め

き
☆
こ
も
の
」

「
昔
の
道
具
こ
れ
っ
て
ど
う
使
う
？
」

「
十
年
屋　
９
」�

廣
嶋　
玲
子

「
私
立
探
偵
家
学
園　
７
」�

斉
藤　
倫

「
ノ
ラ
ネ
コ
ぐ
ん
だ
ん　
こ
ん
に
ち
は
」

�

工
藤　
ノ
リ
コ

「
く
ろ
く
ん
た
ち
の
す
て
き
な
お
え
か
き
」

�

な
か
や　
み
わ

●
貸
し
出
し
が
で
き
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
資
料
あ
り
ま
す

　
郷
土
資
料
に
関
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
資
料
の
貸
し
出

し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
足
寄
町
に
関
す
る
資
料

『
大
志
は
未
来
へ
と
続
く
』

『
足
寄
文
化
風
情
』

・
ア
イ
ヌ
民
族
関
連�

４
枚

・
北
方
領
土
関
連�

３
枚

・
帯
広
大
谷
短
期
大
学　
介
護
を
仕
事
に

　
図
書
館
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
使
っ
て
、
活
動

の
紹
介
や
メ
ン
バ
ー
募
集
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

対
象　
町
内
で
活
動
し
て
い
る
団
体

期
間　

�

火
曜
日
か
ら
翌
週
の
日
曜
日
ま
で
を
一

つ
の
展
示
期
間
と
し
、
最
大
３
週
間
ま

で

　
無
料
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
掲
示
物
の

搬
出
入
、
設
置
撤
去
作
業
は
ご
自
身
で
お
願
い

し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
町
図
書
館
ま
で

●
あ
の
人
の
新
刊
、
あ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
情
報
を

　
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
著
者
名
（
本
を
書
い
た
人
）
や
ジ
ャ
ン
ル
、

本
の
タ
イ
ト
ル
な
ど
の
条
件
を
設
定
す
る
こ
と

で
、
希
望
の
本
の
情
報
が
メ
ー
ル
で
届
き
ま
す
。

「
新
着
案
内
配
信
サ
ー
ビ
ス
」
利
用
方
法

　
足
寄
町
図
書
館
ル
イ
カ
Ｗ
ｅ
ｂ　
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ

（
パ
ソ
コ
ン
専
用
サ
イ
ト
）
か
ら
事
前
準
備
を

お
願
い
し
ま
す
。

①
利
用
者
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
「
新
着
テ
ー
マ
参
照
」

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

②
新
着
案
内
配
信
サ
ー
ビ
ス
画
面
か
ら
、「
新

規
登
録
」
を
選
択
し
、
テ
ー
マ
の
新
規
登
録

を
し
て
く
だ
さ
い
。
フ
リ
ー
ワ
ー
ド
、
書
名
、

著
者
名
な
ど
が
指
定
で
き
ま
す
。

※
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
未
登
録
の
方
は
、
利
用
者

カ
ー
ド
を
ご
持
参
の
上
、
図
書
館
で
登
録
を

お
願
い
し
ま
す
。

新
着
図
書

今
月
の
お
す
す
め

～３月の休館日～
16日㈪、23日㈪、30日㈪

～４月の休館日～
６日㈪、13日㈪
20日㈪、27日㈪

　あかちゃんや小さな子ども連れ
の方などが気軽にご利用いただけ
る時間帯に開催します。
●日時　３月18日㈬、４月１日㈬
　　　　午前10時～午後１時　　

●場所　図書館おはなしコーナー
●時間　午前11時～午前11時30分
・おはなし「たんぽぽ」
（０歳から楽しむおはなし会）

４月１日㈬
・絵本の会「はらっぱ」
（絵本が好きな方ならどなたでも）

３月28日㈯

今
月
の
展
示

い
ち
早
い
新
刊
情
報
は
、

　
　
　
　
　
　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

少
年
団
や
サ
ー
ク
ル
の
活
動
紹
介
に

 ルイカ
　 つうしん

図書館情報

足寄町図書館「ルイカ」　
開　館　午前10時～午後６時
休　館　月曜・年末年始
　　　　特別図書整理期間
☎２５－３１８９
ＨＰ　https://www.town.ashoro.
hokkaido.jp/kyoiku-iinkai/toshokan/

図書館情報

あかちゃんタイム

おはなし会

☎…電話番号
Ⓕ…ファクス
Ⓗ…ホームページ
Ⓜ…メールアドレス

必
要
で
す
。

・
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
（
変
更
登
録
）

・
自
動
車
を
売
買
し
た
と
き
（
移
転
登
録
）

・�

自
動
車
を
使
用
し
な
く
な
っ
た
と
き
（
抹

消
登
録
）

　
令
和
８
年
度
の
自
動
車
税
納
税
通
知
書
を

確
実
に
お
届
け
す
る
た
め
に
、
３
月
中
に
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
変
更
登
録
が
間
に

合
わ
な
い
と
き
は
、
道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
自
動
車
税
住
所
変
更
手
続
」
か
ら
納
税
通

知
書
の
送
付
先
の
変
更
を
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細　
札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部

☎
０
１
１

－

７
４
６

－
１
１
９
０

引
っ
越
し
な
ど
に
よ
る
電
気
使
用
の
連
絡
は

お
早
め
に

　
５
月
か
ら
引
っ
越
し
な
ど
に
よ
る
電
気
の

使
用
は
、
電
力
会
社
へ
の
使
用
開
始
手
続
き

後
に
ほ
く
で
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
通
電

（
遠
隔
操
作
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
電
気

の
使
用
が
決
ま
っ
た
ら
電
力
会
社
へ
の
早
め

の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
細　
ほ
く
で
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
道
東
統

括
支
店

☎
０
１
２
０

－

06

－

０
７
３
２

　２０２５年度に撮影された天体や星空の応募
作品や、銀河の森天文台職員が撮影した写真を
展示いたします。
　撮影データや、応募作品には寄せられたコメ
ントも併せて展示されています。一年を通して
撮影された写真を眺めながら、今年度を振り返
ってみませんか？

開催期間　３月22日㈰まで
　　　　　※月曜日、火曜日は休館日です。
参加方法　予約・申し込み不要（入館料のみ）
入館料　大人：５００円
　　　　小人：３００円

詳細　銀河の森天文台
　　　☎２７－８１００

銀河の森天文台からのお知らせ
「銀河の森天文台写真展」を開催します

　チャレンジド・ネットワークほんべつでは、発
達障がいの中でも理解が難しいとされる自閉症へ
の理解啓発を目的として「世界自閉症啓発デー」
の４月２日に道の駅ステラ★ほんべつを青色の光
でライトアップします。ぜひご来場ください。
開催日　４月２日㈭
点灯時間　日没～午後８時
場所　道の駅ステラ★ほんべつ（本別町北３丁目）
内容　ライトアップ、軽食の提供など

詳細　チャレンジド・ネットワークほんべつ事務局
　　　☎２２－８３２０

お
知
ら
せ

住
所
等
変
更
登
記
が
義
務
化
さ
れ
ま
す

　
４
月
１
日
よ
り
住
所
等
変
更
登
記
が
義
務

化
と
な
り
ま
す
。
不
動
産
の
所
有
者
は
、
住

所
や
氏
名
の
変
更
が
あ
っ
た
日
か
ら
２
年
以

内
に
変
更
の
登
記
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

正
当
な
理
由
な
く
申
請
を
怠
っ
た
と
き
は
、

５
万
円
以
下
の
過
料
が
課
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
義
務
化
前
の
変
更
も
対
象
と
な
り

ま
す
。
義
務
化
前
に
住
所
等
を
変
更
し
て
い

る
方
は
令
和
10
年
３
月
末
ま
で
に
登
記
申
請

を
終
わ
ら
せ
る
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

詳
細　
釧
路
地
方
法
務
局
帯
広
支
局

☎
０
１
５
５

－

24

－

５
８
３
７

自
動
車
税
の
住
所
変
更
を
お
忘
れ
な
く

　
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
の
登
録
に

基
づ
い
て
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。
引
っ
越

し
で
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
な
ど
は
、
運
輸

支
局
で
変
更
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
次
の
場
合
は
運
輸
支
局
で
登
録
手
続
き
が

「世界自閉症啓発デー」
道の駅ステラ★ほんべつをライトアップ
します！

から町別陸 から町別本
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今月の表紙

　２月14日㈯に行われた「町内スポーツ少年
団交流会」でのスナップです。　

石下　石下　瑛瑛
え なえ な

菜菜ち
  ゃ
   ん

� （令和６年３月11日生まれ）

　最近はたくさん言葉を覚え始め自
己主張が増えてきて、毎日見て見て
攻撃が炸裂中！
　寝る直前まで家の中を走り回り毎
日元気いっぱいです。

影虎・未季さ
んの子

ひとのうごき

２月末の住民基本台帳

人　口　　５，７４１　人　（－21)
　男　　　２，８４３　人　（－13)
　女　　　２，８９８　人　（－８)
世　帯　　３，１０９世帯（－14)
※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民

を含んだ数値となっています。

☆１月 31 日に開催された町民スケー
ト大会の取材にお伺いしてきまし
た。

　町民の皆さんの迫力あるスケート姿
を写真に収めることができました。
白熱したレースも見られ、寒さを忘
れて、夢中でカメラのシャッターを
切っていました。

　個人的にスピードスケートが好きと
いうこともあり、とても楽しい時間
になりました。

☆今年は比較的に雪が少なく過ごしや
すい印象です。体調には十分に気を
付けて春の訪れを待ちたいと思いま
す。

　「うちの人気者」では小学校入学前のお子さ
んを毎月２～３人掲載しています。
　兄弟・姉妹で一緒に写っている写真もお待ち
しています！過去に掲載したお子さんも、掲載
後１年経過していれば掲載できます！
　掲載を希望される方は、町ホームページ投稿
フォームからお申し込みください！お問い合わ
せは役場まちづくり推進課広報広聴担当まで。
☎２８－３８６３

うちの人気者
投稿フォーム

掲載を希望される方は、役場まちづくり推進課広報広聴担当まで


